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平
成
二
十
年
三
月
一
日
創
刊

【
ま
る
き
製
パ
ン
所
（
近
隣
パ
ン
屋
さ
ん
）
で
の
買
い
物
】

月
に
一
度
、
ご
利
用
者
様
と
職
員
で
松
原
京
極
商
店
街

の
中
に
あ
る
、
ま
る
き
製
パ
ン
所
へ
買
い
物
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
か
ら
は
、
「
昔
か
ら
通
っ
て
い
て

思
い
出
の
味
」
「
気
分
転
換
と
な
っ
て
嬉
し
い
」
と
の
声

も
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
お
店
ま
で
買
い
に
行
き
た

い
」
と
歩
行
運
動
に
励
ま
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ふ
わ

ふ
わ
生
地
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
は
職
員
に
も
人
気
で
す
。

※
現
在
は
外
出
自
粛
期
間
で
も
あ
り
、
ご
利
用
者
様
に
は

施
設
内
で
メ
ニ
ュ
ー
を
お
見
せ
し
て
パ
ン
を
選
ん
で
頂

き
、
職
員
が
持
ち
帰
り
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
新
社
会
人
と
し
て
入
職
し
た
職
員
を
、
自
己

紹
介
形
式
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

今
号
で
の
ご
紹
介
は
、
三
階
フ
ロ
ア
所
属
の
小
川
、
五
階

フ
ロ
ア
所
属
の
松
宮
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

下
段
に
続
き
ま
す

)

職
員
紹
介

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
余
念
の
な
い
毎
日
で

す
が
、
湿
度
の
高
い
梅
雨
の
時
期
や
気
温
が
上
が
る
夏
場

は
、
細
菌
性
食
中
毒
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

食
中
毒
の
種
類
と
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
』

牛
な
ど
の
腸
管
内
に
生
息
し
て
い
ま
す
の
で
、
加
熱
が

不
十
分
な
焼
肉
や
、
牛
の
た
た
き
等
に
よ
る
食
中
毒
が
発

生
し
ま
す
。
ま
た
、
生
肉
を
扱
っ
た
包
丁
や
ま
な
板
を

十
分
洗
浄
せ
ず
に
サ
ラ
ダ
で
使
用
す
る
野
菜
を
切
り
、

食
中
毒
が
発
生
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

『
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
』

鶏
肉
や
、
レ
バ
ー
な
ど
に
存
在
す
る
こ
と
が
多
く
、

低
温
に
強
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
で
保
存
さ
れ
た

場
合
は
長
期
間
感
染
源
と
な
り
ま
す
。
鶏
肉
の
刺
身
等
、

鮮
度
が
良
好
で
低
温
管
理
さ
れ
た
こ
と
を
う
た
い
文
句
に

し
て
い
る
生
肉
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

《
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
表
面
だ
け
で
な
く
均
一
に
熱
が
通
る
よ
う
に
し
っ
か
り

火
を
通
す
（
７
５
℃
以
上
で
１
分
間
以
上
の
加
熱
）
。

②
生
肉
を
触
っ
た
箸
で
食
べ
な
い
。
包
丁
や
ま
な
板
は

十
分
に
洗
浄
す
る
。

③
冷
蔵
庫
の
長
期
保
存
を
避
け
、
調
理
後
は
で
き
る
だ
け

早
く
食
べ
き
る
。

安
全
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
、
日
々
ご
注
意
下
さ
い
。
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じ
ゅ
ん
ぷ
う
取
り
組
み
紹
介

就
職
活
動
を
通
し
て
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
大
学
で
木
工
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と
を
活
か
し
、
ご
利

用
者
様
と
一
緒
に
、
簡
易
的
な
制
作
活
動
を
し
て
み
た
い
で

す
。
趣
味
は
ア
ニ
メ
作
品
を
見
る
こ
と
で
す
。

大
学
で
心
理
学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
傾
聴
や
相
手
を
尊

重
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

介
護
の
仕
事
は
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
発
揮
で
き
る
と
考
え

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
大
学
四
年
間
、
自
炊
し
て
い
た
の
で

料
理
や
お
菓
子
作
り
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

松
宮

朋
香

(

ま
つ
み
や

と
も
か

)

五
階
入
所
フ
ロ
ア
所
属

介
護
職

京
都
美
術
工
芸
大
学

伝
統
工
芸
学
科
（
木
工
専
攻
）
出
身

小
川

珠
生

(

お
が
わ

た
ま
き

)

三
階
入
所
フ
ロ
ア
所
属

介
護
職

京
都
光
華
女
子
大
学

健
康
科
学
部

心
理
学
科
出
身

今
回
の
更
新
で
は
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
要
件
等
の

変
更
が
あ
り
、
入
所
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
食
費
に
つ
い

て
、
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
じ
ゅ
ん
ぷ
う

相
談
員
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
と
は
…

介
護
保
険
施
設
の
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利
用
時
に

「
居
住
費
」
や
「
食
費
」
が
減
額
に
な
る
書
類
で
す
。

【
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

更
新
時
期
が
来
て
い
ま
す
】

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効
期
間
が
令
和
三
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
令
和
三
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
更
新
手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
更
新
手
続
き
の
窓
口
は
、
管
轄
区
役
所
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
健
康
長
寿
推
進
課
と
な
り
ま
す
。

お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。

(

下
段
に
続
き
ま
す

)

相
談
室
よ
り
こ
ん
に
ち
は

新
緑
の
好
期
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
山
の

木
々
は
濃
い
梅
雨
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
昨
年
末
の
中
国
武
漢
よ
り
発
症
し
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
な
り
、
現
在
も
世
界
中
を
混
乱
に
巻
き
込
ん

で
い
ま
す
。
特
に
変
異
株
が
増
殖
し
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
で
蔓
延
し
、
重
症
者
、
死

者
が
多
数
発
生
し
て
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
変
異
株
が
多
数
を
占
め
、
現
在
流
行
し
て
い
る
第

四
波
は
感
染
力
が
強
く
、
又
、
重
症
化
率
が
高
い
の
が

特
徴
で
、
医
療
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
る
自
治
体
が
多
数
で

て
き
て
い
る
状
態
で
す
。
四
月
に
三
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
近
畿
、
東
京
な
ど
で
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
（
五
月
現
在
）
あ
ま
り
効
果
が
で
て
い
な

い
状
況
で
す
。

期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
日
本
で
は
遅
々
と
し

て
進
ま
ず
、
先
行
し
て
い
る
高
齢
者
、
医
療
従
事
者
も

や
っ
と
四
月
末
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
世
界
中
で
百

番
以
下
の
接
種
率
と
か
な
り
遅
れ
て
い
ま
す
。

万
策
を
講
じ
て
、
少
し
で
も
早
く
施
行
さ
れ
、
こ
の

疫
病
の
蔓
延
に
少
し
で
も
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
事
を
切

に
願
い
ま
す
。

例
年
の
新
緑
を
存
分
に
満
喫
で
き
る
日
が
訪
れ
る
事

を
願
い
つ
つ
筆
を
置
き
ま
す
。

理
事
長

近
藤

泰
正

理
事
長
よ
り

ご
挨
拶

え
が
お

じ
ゅ
ん
ぷ
う
広
報
誌

(

季
刊

)
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